
国
内
有
数
の
畜
産
基
地
、
都
城
市
を

襲
っ
た
口
蹄
疫
は
、
本
市
の
基
幹
産
業

で
あ
る
畜
産
業
の
み
な
ら
ず
、
地
域
経

済
や
市
民
生
活
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ

し
ま
し
た
。
こ
の
経
験
や
教
訓
を
踏
ま

え
、
口
蹄
疫
を
二
度
と
発
生
さ
せ
な
い

た
め
、
ま
た
、
仮
に
発
生
し
た
場
合
で

も
感
染
拡
大
を
防
ぐ
た
め
に
、
防
疫
マ

ニ
ュ
ア
ル
の
見
直
し
や
関
係
団
体
と
の

防
疫
協
定
の
締
結
、
発
生
を
想
定
し
た

防
疫
演
習
を
実
施
す
る
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

こ
う
し
た
対
策
で
「
家
畜
防
疫
日
本

一
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
目
指
す
に
は
、

畜
産
関
係
者
の
日
頃
の
防
疫
活
動
を
は

じ
め
、
市
民
一
丸
と
な
っ
た
防
疫
体
制

を
築
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
し
か
し
、

終
息
か
ら
２
年
が
経
過
し
、
そ
の
意
識

が
少
し
ず
つ
薄
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

こ
の
機
会
に
、
家
畜
防
疫
の
重
要
性

を
も
う
一
度
見
直
し
、
そ
の
対
策
が
十

分
か
ど
う
か
を
点
検
し
て
、
家
畜
伝
染

病
の
発
生
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

市
内
で
口
蹄
疫
の
感
染
が
確
認
さ
れ
て
、
丸
２
年
が
経
過
し
ま
し
た
。
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
家
畜
伝
染
病
の
口

蹄
疫
。
近
隣
諸
国
で
の
発
生
状
況
を
み
る
と
、
い
つ
国
内
で
発
生
し
て
も
お
か
し
く
な
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

発
生
を
防
ぐ
た
め
、
防
疫
対
策
を
も
う
一
度
点
検
し
て
み
ま
し
ょ
う
。�

◎
問
い
合
わ
せ　

畜
産
課　

☎
23

−

２
７
６
９

毎
月
10
日
・
20
日
・
30
日
は

都
城
地
域
一
斉
消
毒
の
日
で
す

口
蹄
疫
の
終
息
か
ら
２
年
が
経
過
し
、

防
疫
意
識
を
風
化
さ
せ
な
い
こ
と
が
重

要
と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

畜
産
農
家
の
皆
さ
ん
は
「
自
分
の
家

畜
は
自
分
で
守
る
」
と
い
う
意
識
の
も

と
に
、
毎
日
の
畜
舎
な
ど
の
消
毒
は
も

と
よ
り
、
毎
月
10
日
・
20
日
・
30
日
に

は
、
地
域
一
丸
と
な
っ
た
消
毒
の
徹
底

に
努
め
ま
し
ょ
う
。

〈
具
体
的
な
取
り
組
み
事
項
〉

①
長
靴
の
履
き
替
え

　

�

農
場
用
と
外
出
用
の
長
靴
を
履
き
替

え
る
こ
と
で
、
長
靴
に
付
着
し
た
ウ

イ
ル
ス
の
侵
入
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う

②
踏
み
込
み
消
毒
槽
の

　

設
置
と
点
検

　

�

踏
み
込
み
消
毒

槽
は
必
ず
設
置

し
、
消
毒
薬
が

汚
れ
た
ら
取
り

替
え
ま
し
ょ
う

③
農
場
訪
問
者
の
記
録

　

�

日
頃
か
ら
畜
産
関
係
者
や
飼
料
運
搬

車
な
ど
、
農
場
に
出
入
り
す
る
人
や

車
が
い
つ
来
た
か
を
記
録
し
、
保
存

し
て
お
き
ま
し
ょ
う

防
疫
施
設
整
備
の
補
助
金
を
交
付

市
で
は
、
家
畜
伝
染
病
の
侵
入
や
ま

ん
延
を
防
止
す
る
た
め
の
防
疫
施
設
、

機
械
な
ど
の
導
入
経
費
の
一
部
を
補
助

し
て
い
ま
す
。

口
蹄
疫
や
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど

の
防
疫
対
策
に
活
用
く
だ
さ
い
。

●
対
象　
動
力
噴
霧
器
、
消
毒
槽
、
消

毒
マ
ッ
ト
、
消
毒

タ
ン
ク
、
車
両
消

毒
装
置
、
防
鳥

ネ
ッ
ト
ほ
か

●
補
助
率　
設
置

に
要
し
た
経
費
の

２
分
の
１
以
内

（
上
限
20
万
円
）

実践的な訓練で
初動態勢を確認

県内で口蹄疫の感染が確認され
て２年を迎えた４月20日、口蹄疫
の発生に備えた防疫演習がコミュニ
ティセンターで行われました。感染
の疑われる牛が市内の酪農家で見つ
かったとの想定で訓練を実施。市職
員らが６班に分かれ、車両の消毒ポ
イントを地図に書き込んだり、資材
や人員を確保したりするなど、マ
ニュアルに沿った作業手順を確認し
ました。
また、九州各県の防疫担当者らも
見学に訪れ、農場からの中継映像を
見ながら先遣隊の調査の注意点や初
動の重要性を学びました。

目
指
そ
う！ 

家
畜
防
疫
日
本
一
の
ま
ち
づ
く
り
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所
得
制
限
を
設
け
ま
す

こ
ど
も
手
当
に
は
所
得
制
限
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
児
童
手
当
で
は
６

月
以
降
の
手
当
て
に
つ
い
て
、
新
た
に

所
得
制
限
が
設
け
ら
れ
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
制
限
額
を
超
え
る
世

帯
に
つ
い
て
は
手
当
て
が
減
額
さ
れ
、

中
学
生
ま
で
の
児
童
一
人
当
た
り
月
額

５
、０
０
０
円
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
対

象
者
に
は
６
月
に
郵
送
す
る
現
況
届
の

書
類
に
所
得
制
限
限
度
額
表
を
同
封
し

て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

支
給
月
と
支
給
額
に
つ
い
て

児
童
手
当
は
、
こ
れ
ま
で
の
子
ど
も

手
当
と
同
様
に
、
６
月
、
10
月
、
２
月

に
、
そ
れ
ぞ
れ
直
前
の
４
カ
月
分
を
ま

と
め
て
支
給
し
ま
す
。

な
お
、
６
月
に
支
給
さ
れ
る
４
月
と

５
月
分
の
児
童
手
当
に
は
、
所
得
制
限

は
適
用
さ
れ
ず
、
子
ど
も
手
当
と
同
額

が
支
給
さ
れ
ま
す
。

今
後
の
手
続
き

現
在
、
子
ど
も
手
当
を
受
給
し
て
い

る
人
は
、自
動
的
に
継
続
さ
れ
る
の
で
、

手
続
き
は
不
要
で
す
。
た
だ
し
、
次
の

期
間
で
、現
況
届
の
提
出
が
必
要
で
す
。

　

市
は
、
第
5
期
介
護
保
険
事
業
計
画

を
策
定
し
、
今
後
さ
ら
に
進
む
高
齢
化

に
対
応
す
る
た
め
、
65
歳
以
上
の
人
の

平
成
24
年
度
か
ら
26
年
度
の
介
護
保
険

料
を
見
直
し
ま
し
た
。

年
金
が
年
額
18
万
円
以
上
の
人
の
保

険
料
は
、
４・６・８
月
（
仮
徴
収
）
と
、

10
・
12
・
２
月
（
本
徴
収
）
に
年
金
か
ら

差
し
引
か
れ
ま
す
が
、
保
険
料
が
増
額

と
な
る
こ
と
か
ら
、
今
年
度
の
仮
徴
収
と

４
月
か
ら
「
子
ど
も
手
当
」
が
「
児
童
手
当
」
に
変
わ
り
ま
し
た
。

今
回
の
見
直
し
で
、
10
月
支
給
分
か
ら
新
た
に
所
得
制
限
が
設
け
ら
れ
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ　

こ
ど
も
課　

☎
23

−

２
６
８
４

子
ど
も
手
当
が
変
わ
り
ま
す
！

●
日
時　

�

６
月
27
日
㈬
～
７
月
12
日
㈭

９
時
～
17
時　

●
受
付
場
所　

�

市
役
所
西
館
６
階

　
　
　
　
　
　

第
３
研
修
室

�

※�

対
象
者
に
は
書
類
を
６
月
中
旬
に
郵

送
し
ま
す

児童手当と子ども手当の違い
児童手当�

（平成24年４月以降）
子ども手当�

（平成24年３月まで）
所得制限 あり（適用は６月以降） な　し

対象年齢 「子ども手当」と同じ
中学校卒業まで

　15歳到達後、最初の
　３月31日まで

１人当たりの
手当額

「子ども手当」と同額
※�所得制限基準額以上の世帯
は、児童１人当たり一律�
5,000 円（適用は６月以降）

・３歳未満� 15,000 円�
・３歳～小学生　�
　第１・２子� 10,000 円�
　第３子以降� 15,000 円�
・中学生� 10,000 円

本
徴
収
の
差
額
が
大
き
く
な
り
ま
す
。

こ
の
保
険
料
の
ば
ら
つ
き
は
、
翌
年

度
以
降
も
継
続
し
て
発
生
す
る
こ
と
か

ら
、
各
支
払
い
月
の
保
険
料
が
で
き
る

だ
け
均
等
に
な
る
よ
う
に
、
今
年
度
８

月
の
差
引
金
額
を
調
整
し
ま
す
。

　

加
え
て
、
国
は
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受

け
た
時
の
費
用
を
改
定
し
て
い
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ　

介
護
保
険
課

　
　
　
　
　
　
　

☎
23

−

２
５
９
６

平
成
24
年
度
介
護
保
険
料
の
年
金
差
し
引
き
に
つ
い
て

年額64,000円（第５段階）の保険料を納める人の場合
■保険料の調整をしないと…
　毎年度、８月までとそれ以降の支払い月で、保険料にばらつきが出てしまいます。
24年度

（64,000円）
4月 6月 8月 10月 12月 2月
8,400円 8,400円 8,400円 13,000円 12,900円 12,900円

25年度
（64,000円）

4月 6月 8月 10月 12月 2月
12,900円 12,900円 12,900円 8,500円 8,400円 8,400円

26年度�
（64,000円）

4月 6月 8月 10月 12月 2月
8,400円 8,400円 8,400円 13,000円 12,900円 12,900円

※�この期間中に所得や収入、世帯状況の変更による保険料額の変更がない場合の例です

■保険料を調整すると…
　8月の保険料を調整することで、　それ以降のばらつきが抑えられます。
24年度�

（64,000円）
4月 6月 8月 10月 12月 2月
8,400円 8,400円 15,200円 10,800円 10,600円 10,600円

25年度�
（64,000円）

4月 6月 8月 10月 12月 2月
10,600円 10,600円 10,600円 10,800円 10,700円 10,700円

26年度�
（64,000円）

4月 6月 8月 10月 12月 2月
10,700円 10,700円 10,700円 10,700円 10,600円 10,600円

各支払い月の保険料が均等になるように調整します
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３
月
議
会
で
は
、
６
日
間
に
わ
た
り

一
般
質
問
が
行
わ
れ
、
27
人
の
議
員
が

質
問
に
立
ち
、
活
発
な
議
論
が
交
わ
さ

れ
ま
し
た
。主
な
内
容
は
次
の
通
り
で
す
。

◆
平
成
24
年
度
の
国
民
健
康
保
険
税
の

　
見
通
し
つ
い
て

質　
平
成
24
年
度
の
保
険
税
の
見
通
し

に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

答　
市
で
は
、
医
療
費
削
減
の
た
め
に

医
療
費
適
正
化
対
策
や
後
期
高
齢
者
保

険
制
度
へ
の
移
行
を
行
な
い
ま
す
。
そ

の
結
果
、
平
成
24
年
度
の
医
療
費
は
３

㌫
程
度
の
増
に
抑
え
ら
れ
る
と
予
想
し
、

約
１
７
７
億
円
と
算
出
し
て
い
ま
す
。

歳
入
面
で
は
、
収
納
率
を
前
年
度
と
同

程
度
の
約
89
㌫
、
国
・
県
か
ら
の
支
出

金
や
交
付
金
に
つ
い
て
は
、
現
状
の
制

度
で
据
え
置
い
て
、
さ
ら
に
基
金
か
ら

平
成
24
年
第
２
回
市
議
会
が
、
２
月
28
日
か
ら
３
月
23
日
ま
で
の
25
日
間
の
会
期

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
、
平
成
23
年
度
都
城
市
一
般
会
計
補
正
予
算
や
平

成
24
年
度
都
城
市
一
般
会
計
当
初
予
算
な
ど
市
長
提
出
議
案
59
件
、
諮
問
２
件
、

議
員
提
出
議
案
３
件
、
請
願
１
件
、
報
告
１
件
の
合
計
66
件
に
つ
い
て
審
議
さ
れ

た
結
果
、
市
長
提
出
議
案
１
件
が
撤
回
、
請
願
１
件
が
継
続
審
査
と
な
っ
た
ほ
か

は
、
全
て
可
決
、
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
24
年
３
月
議
会

24年度当初予算（16 件）
【一般会計】� 680億1,000万円 　
【特別会計】� 450億9,463万8千円
【水道事業会計】� 35億9,760万5千円

23年度補正予算（15 件）
【一般会計】�� 6億4,235万4千円
【特別会計】�� △�7億6,310万9千円
【水道事業会計】� △�1億1,853万円 　

条例の制定・一部改正（24 件）
◇�都城市税条例の一部を改正する条例の制
定について� ほか23件
その他（4件）
◇市道の廃止及び認定について� ほか3件
諮問（2件）
◇�人権擁護委員候補者の推薦につき議会の
意見を求めることについて� ほか1件
議員提出議案（3件）
◇父子家庭支援策の拡充を求める意見書
� ほか2件
請願（1件）
◇�消費税増税に反対する旨の意見書を国に
提出することを求める請願書
報告（1件）
◇専決処分した事件の報告について

６
億
５
、０
０
０
万
円
程
度
を
投
入
す

る
算
定
を
し
て
い
ま
す
。

景
気
低
迷
に
よ
り
所
得
が
減
少
す
る

一
方
で
、
年
々
医
療
費
が
増
加
す
る
状

況
に
あ
り
ま
す
が
、
平
成
24
年
度
の
保

険
税
は
、
23
年
度
の
税
率
を
据
え
置
い

て
運
営
で
き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

◆
山
間
部
な
ど
で
の

　
買
い
物
支
援
に
つ
い
て

質
１　
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
る
買
い

物
要
支
援
者
の
実
情
に
つ
い
て
、
ど
の

よ
う
に
受
け
止
め
て
い
る
か
伺
い
た
い
。

答
１　
近
年
、
本
市
に
お
い
て
も
、
居

住
エ
リ
ア
内
の
小
売
店
の
閉
店
や
商
店

街
の
空
洞
化
に
よ
り
、
食
料
品
や
日
用

品
な
ど
の
買
い
物
の
不
便
な
地
域
が
顕

在
化
し
て
き
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
問
題
は
、
少
子
高
齢
化
や

長
引
く
景
気
低
迷
の
影
響
な
ど
に
よ
る

も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

今
後
も
、
こ
の
よ
う
な
地
域
の
拡
大

が
心
配
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
市
民
生
活

の
基
盤
を
維
持
す
る
と
い
う
観
点
に
立

ち
、
問
題
解
決
に
向
け
た
方
策
を
検
討

し
て
い
く
こ
と
が
喫
緊
の
課
題
で
あ
る

と
認
識
し
て
い
ま
す
。

質
２　
買
い
物
要
支
援
者
へ
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

答
２　
支
援
事
業
に
つ
い
て
は
、
採
算

性
の
確
保
が
課
題
と
な
っ
て
い
て
、
そ

の
課
題
を
克
服
す
る
た
め
に
は
、
行
政

と
地
域
住
民
、
商
業
者
の
三
者
が
一
定

の
負
担
と
連
携
、
協
調
し
た
取
り
組
み

を
進
め
る
こ
と
が
必
要
不
可
欠
と
な
っ

て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
市
に
お

い
て
は
、
昨
年
か
ら
調
査
研
究
を
進
め

て
き
ま
し
た
が
、
方
針
が
ま
と
ま
っ
た

こ
と
か
ら
、
庁
内
関
係
課
お
よ
び
関
係

機
関
と
の
意
見
交
換
会
を
立
ち
上
げ
、

全
庁
的
な
取
り
組
み
と
し
て
進
め
る
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

今
後
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
市

内
全
域
を
対
象
と
し
た
取
り
組
み
が
必

要
に
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
の
で
、
ま
ず

は
共
通
認
識
を
持
ち
現
状
を
把
握
し
た

上
で
、
既
存
制

度
を
活
用
し
た

解
決
策
の
検
討

の
ほ
か
、
新
た

な
支
援
策
の
構

築
と
段
階
的
な

取
り
組
み
を
進

め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま

す
。
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◆
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
の

　
導
入
に
つ
い
て

質　
本
市
で
は
、
窓
口
に
お
け
る
ワ
ン

ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
の
導
入
計
画
は
な

い
か
伺
い
た
い
。

答　
市
の
各
種
窓
口
業
務
の
体
制
に
つ

い
て
は
、
市
民
課
を
は
じ
め
と
す
る
窓

口
関
係
の
７
課
を
本
庁
１
階
に
配
置
し
、

ほ
と
ん
ど
の
手
続
き
が
１
階
フ
ロ
ア
で

終
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
平
成
５
年
度
か
ら
美
術
館
や

祝
吉
、
横
市
地
区
公
民
館
に
行
政
サ
ー

ビ
ス
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し
て
い
る
ほ
か
、

21
年
度
か
ら
毎
週
木
曜
日
に
市
民
課
証

明
窓
口
の
時
間
延
長
を
本
格
実
施
し
た

り
、
転
入
・
転
出
の
多
い
３
月
下
旬
か

ら
４
月
初
め
に
掛
け
て
、
土
・
日
曜
日

の
開
庁
や
窓
口
時
間
の
延
長
を
実
施
し

た
り
す
る
な
ど
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

一
つ
の
窓
口
で
一
括
し
て
受
け
付
け

や
手
続
き
が
可
能
な
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ

サ
ー
ビ
ス
に
つ
い

て
は
、
現
在
の
と

こ
ろ
予
定
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
今
後
、

他
市
の
事
例
な
ど

を
参
考
に
研
究
を

進
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

◆
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
参
加
の
対
応
策
に

　
つ
い
て

質　
本
市
へ
の
影
響
と
対
策
に
つ
い
て

伺
い
た
い
。

答　
現
在
、
我
が
国
の
食
肉
業
界
は
、

長
引
く
景
気
低
迷
や
、
福
島
原
発
事
故

に
伴
う
放
射
性
物
質
の
問
題
な
ど
の
影

響
で
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
厳
し
い
状
況

が
続
い
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
情
勢

の
中
で
、
広
く
国
民
に
十
分
な
情
報
提

供
も
な
い
ま
ま
、
我
が
国
が
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交

渉
参
加
に
向
け
て
関
係
国
と
の
協
議
に

入
る
こ
と
を
表
明
し
た
こ
と
は
大
変
残

念
で
す
。

　

国
内
有
数

の
肉
用
牛
生

産
地
域
で
あ

る
本
市
と
し

て
は
、
今
後

想
定
さ
れ
る

影
響
に
つ
い

て
分
析
を
進

め
る
と
と
も

に
、
国
内
外

に
お
け
る
競
争
力
を
高
め
る
た
め
に
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
コ
ス
ト
低
減
に
よ
る

生
産
性
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
安

全
・
安
心
で
高
品
質
の
商
品
づ
く
り
に

努
め
、
六
次
産
業
化
に
よ
る
高
付
加
価

値
化
な
ど
に
よ
り
、
足
腰
の
強
い
畜
産

経
営
体
の
育
成
に
努
め
て
い
き
た
い
と

考
え
ま
す
。

◆
う
つ
病
・
自
殺
対
策
に
つ
い
て

質
１　
本
市
に
お
け
る
自
殺
の
実
態
に

つ
い
て
伺
い
た
い
。

答
１　
過
去
10
年
間
の
自
殺
者
数
を
見

る
と
、
平
成
15
年
の
81
人
が
最
も
多
く
、

そ
の
他
の
年
は
50
人
前
後
で
推
移
し
て

い
ま
す
。

ま
た
、
過
去
３
年
間
の
自
殺
者
数
は
、

平
成
20
年
が
66
人
、
21
年
が
56
人
、
22

年
が
49
人
で
全
体
的
に
は
減
少
傾
向
に

あ
り
、
性
別
で
は
女
性
よ
り
も
男
性
が

多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

質
２　
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
の
養
成
に
つ

い
て
市
の
取
り
組
み
お
よ
び
、
成
果
と

実
績
を
伺
い
た
い
。

答
２　
現
在
ま
で
の
養
成
研
修
会
の
受

講
者
は
、
平
成
22
年
度
は
55
人
、
23
年

度
は
46
人
で
し
た
。
研
修
会
を
受
講
し

た
人
に
は
、
家
庭
や
地
域
、
職
場
、
友

人
関
係
の
中
で
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
の
役

割
を
意
識
し
な
が
ら
、
い
つ
も
と
違
う

様
子
に
気
付
き
、
声
掛
け
や
つ
な
ぎ
、

見
守
り
を
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

質
３　
相
談
体
制
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に

つ
い
て
伺
い
た
い
。

答
３　
本
市
で
は
、
警
察
署
や
保
健
所
、

民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
な
ど
、
９

団
体
の
代
表
者
で
構
成
す
る
「
自
殺
対

策
協
議
会
」
を
平
成
19
年
度
に
設
置
し

ま
し
た
。
さ
ら
に
、
協
議
会
の
下
部
組

織
と
し
て
、
商
工
会
議
所
や
高
齢
者
ク

ラ
ブ
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
、
精
神
科
病
院

な
ど
を
は
じ
め
と
し
た
19
団
体
で
構
成

す
る
「
専
門
部
会
」
を
設
け
て
、
具
体

的
な
取
り
組
み
に
つ
い
て
協
議
を
行
っ

て
い
ま
す
。

ま
た
、
相
談
体
制
に
つ
い
て
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
機
関
で
、
随
時
、
電
話
や
面

接
相
談
、
個
別
訪
問
な
ど
に
よ
り
対
応

し
て
い
ま
す
。

協
議
会
や
専
門
部
会
で
情
報
を
共
有

す
る
こ
と
で
自
殺
予
防
に
関
す
る
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
が
築
か

れ
、
各
機
関
に
お

け
る
日
頃
の
相
談

業
務
が
よ
り
円
滑

に
行
わ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
と
考
え

て
い
ま
す
。

傍聴においでください
市議会は、３月、６月、９月、12 月の定例会

や臨時会で、市民の生活に関係の深い議案や請願
などを審議します。傍聴席は、市役所西館６階に
ありますので、ご自由においでください。

また、ＢＴＶケーブルテレビでも、市議会の中
継放送や録画放送を行っています。

◎問い合わせ　議会事務局　☎23-7869
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毎
日
の
食
事
を
丈
夫
な
歯
で
し
っ
か
り
噛
ん
で
、

お
い
し
く
食
べ
ら
れ
る
こ
と
は
、
健
康
な
生
活
の
基
本
で
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
乳
幼
児
期
か
ら
親
子
で
む
し
歯
予
防
を
始
め
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

こ
の
機
会
に
、
家
族
で
歯
の
健
康
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

◎
問
い
合
わ
せ　

こ
ど
も
課　

☎
23

−

２
６
８
４

幼
児
の
む
し
歯
の
現
状

３
歳
児
健
康
診
査
で
む
し
歯
が
見
つ

か
っ
た
幼
児
の
割
合
は
、
年
々
減
少
し

て
き
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
平
成
22
年

度
の
全
国
平
均
が
22
・
９
㌫
で
あ
る
の

に
対
し
、
本
市
で
は
38
・
７
㌫
と
大
き

く
上
回
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
幼
児
一

　
の
衛
生
週
間

６
月
４
日
㈪
か
ら

　
　
10
日
㈰
は

始
め
よ
う
！ 

家
族
み
ん
な
で
歯
の
健
康
づ
く
り

人
当
た
り
の
む
し
歯
の
本
数
は
、
全
国

平
均
の
約
２
倍
と
良
い
状
況
に
あ
り
ま

せ
ん
。

市
の
取
り
組
み

市
で
は
、
子
ど
も
の
年
齢
に
合
わ
せ

て
、
無
料
の
歯
科
健
康
診
査
を
行
っ
て

い
ま
す
。
歯
科
健
康
診
査
を
受
け
た
幼

児
は
、
保
護
者
も
子
ど
も
も
む
し
歯
予

防
の
関
心
が
高
ま
り
、
正
し
い
歯
磨
き

の
習
慣
が
身
に
付
く
こ
と
か
ら
、
そ
の

後
の
健
診
で
も
む
し
歯
が
見
つ
か
る
割

合
が
少
な
い
傾
向
が
見
ら
れ
ま
す
。

◎
１
歳
６
カ
月
児
健
康
診
査

歯
科
医
師
に
よ
る
歯
科
健
康
診
査

◎
２
歳
６
カ
月
児
歯
科
健
康
診
査

歯
科
医
師
に
よ
る
歯
科
健
康
診
査
や

歯
科
衛
生
士
に
よ
る
む
し
歯
予
防
の

指
導
、
フ
ッ
素
塗
布

◎
３
歳
児
健
康
診
査

歯
科
医
師
に
よ
る
歯
科
健
康
診
査

む
し
歯
に
な
る
前
に
歯
の
チ
ェ
ッ
ク

歯
や
口
の
状
態
は
人
そ
れ
ぞ
れ
で
、

生
活
習
慣
や
年
代
に
よ
っ
て
も
変
化
し

ま
す
。
歯
の
健
康
は
、
子
ど
も
だ
け
で

な
く
、
大
人
に
と
っ
て
も
健
康
な
生
活

を
送
る
た
め
に
大
切
な
も
の
で
す
。
家

族
み
ん
な
で
定
期
的

に
歯
科
健
診
を
受
け

る
な
ど
、
歯
や
口
の

状
態
を
チ
ェ
ッ
ク
し

て
、
健
康
づ
く
り
に

役
立
て
ま
し
ょ
う
。

毎
日
の
生
活
習
慣
の
見
直
し
を

普
段
の
生
活
で
、
子
ど
も
が
む
し
歯

に
な
り
や
す
い
習
慣
が
付
い
て
い
ま
せ

ん
か
？

●
お
や
つ
の
与
え
方

回
数
や
時
間
を
決
め

て
、
乳
製
品
や
果
物
、

イ
モ
類
な
ど
カ
ル
シ
ウ

ム
や
食
物
繊
維
を
含
む

も
の
を
上
手
に
与
え
ま
し
ょ
う
。

●
歯
磨
き
の
習
慣
付
け

歯
磨
き
は
む
し
歯
予
防
の
基
本
で
す
。

小
さ
な
子
ど
も
に
、
毎
食
後
、
歯
磨

き
を
さ
せ
る
の
は
難
し
い
こ
と
で
す

が
、
一
緒
に
歯
磨
き
を
し
た
り
、
仕
上

げ
磨
き
を
し
た
り
す
る
な
ど
、
工
夫
し

て
み
ま
し
ょ
う
。

妊
婦
さ
ん
も
歯
科
健
診
を

受
け
ま
し
ょ
う

妊
娠
中
は
、
つ
わ
り
の
た
め
に
歯

磨
き
が
満
足
に
で
き
な
く
な
る
こ
と

や
、
ホ
ル
モ
ン
バ
ラ
ン
ス
の
変
化
か

ら
、
唾
液
の
量
が
減
っ
て
口
の
中
が

酸
性
に
傾
く
こ
と
で
、
む
し
歯
や
歯

周
病
な
ど
に
な
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

ま
た
、
歯
周
病
は
、
早
産
の
要
因

の
一
つ
で
あ
る
と
の
調
査
結
果
が
報

告
さ
れ
て
い
ま
す
。
妊
娠
し
た
ら
大
切

な
赤
ち
ゃ
ん
と
お
母
さ
ん
自
身
の
た

め
に
も
、
安
定
期
に
入
っ
て
か
ら
の

歯
科
健
診
の
受
診
を
お
勧
め
し
ま
す
。

な
お
、
む
し
歯
が
見
つ
か
っ
た
と

き
の
治
療
は
、
一
般
的
に
妊
娠
５
～

７
カ
月
の
妊
娠
中
期
が
適
し
て
い
ま

す
。
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今���������

年
も
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
（
メ
タ
ボ
）
に
着
目
し
た

特
定
健
康
診
査
と�

、
後
期
高
齢
者
健
康
診
査
が
始
ま
り
ま
し
た
。

生
活
習
慣
病
の
予
防
や
早
期
発
見
に
つ
な
が
り
ま
す
の
で
、

必
ず
受
診
し
て
健
康
づ
く
り
に
役
立
て
ま
し
ょ
う

◎
問
い
合
わ
せ　

健
康
課　

☎
23

−

２
７
６
５

特
定
健
康
診
査・

後
期
高
齢
者
健
康
診
査（
無
料
）

必ず受診！
　

自
分
の
体
の
状
態
に
気
付
き
、
生
活

習
慣
病
に
な
ら
な
い
よ
う
に
す
る
た
め

に
、
必
ず
指
定
医
療
機
関
で
受
診
し
ま

し
ょ
う
。

●
対
象
者

〈
特
定
健
康
診
査
〉　

40
歳
～
74
歳
の
国

民
健
康
保
険
加
入
者

〈
後
期
高
齢
者
健
康
診
査
〉　

75
歳
以
上

の
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
加
入
者

※�

人
間
ド
ッ
ク
の
受
診
予
定
者
や
６
カ

月
以
上
の
長
期
入
院
者
、
施
設
入
所

者
は
受
診
不
可
。
人
間
ド
ッ
ク
な
ど

と
重
複
し
て
受
診
し
た
場
合
は
、
特

定
健
診
料
は
自
己
負
担
に
な
り
ま
す

●
受
診
期
間

６
月
１
日
㈮
～
10
月
31
日
㈬

●
受
診
内
容　
身
長
・
体
重
・
腹
囲
・

血
圧
測
定
、
尿
検
査
、
血
液
検
査
ほ
か

●
受
診
方
法　
対
象
者
に
は
、
受
診
券

お
よ
び
問
診
票
を
す
で
に
郵
送
し
て
い

ま
す
。
問
診
票
に
記
入
の
上
、
受
診
券
、

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
（
そ
れ
に

代
わ
る
証
明
書
な
ど
）
と
一
緒
に
医
療

機
関
の
窓
口
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い

※�

昨
年
の
健
康
診
断
結
果
を
持
っ
て
い

る
人
は
、
受
診
時
に
持
参
く
だ
さ
い

●
そ
の
他　
生
活
習
慣
病
を
治
療
中
の

人
は
、
主
治
医
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い

特
定
保
健
指
導
を
ご
存
知
で
す
か
？

特
定
健
康
診
査
の
結
果
、毎
年
、３
、

０
０
０
人
ほ
ど
が
メ
タ
ボ
ま
た
は
予
備

群
と
判
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た

人
を
対
象
に
行
う
保
健
指
導
を
、「
特

定
保
健
指
導
」
と
い
い
、
メ
タ
ボ
の
進

行
に
応
じ
て
ラ
ン
ク
分
け
を
行
い
、
食

生
活
や
運
動
な
ど
の
具
体
的
な
ア
ド
バ

イ
ス
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

保
健
指
導
は
、

ど
ん
な
こ
と
を
す
る
の
？

生
活
習
慣
は
人
そ
れ
ぞ
れ
で
す
。
そ

れ
が
ど
の
よ
う
に
健
康
に
影
響
を
与
え

て
い
る
の
か
を
、
医
師
や
保
健
師
、
管

理
栄
養
士
な
ど
と
一
緒
に
振
り
返
り
、

現
在
の
生
活
習
慣
を
ど
の
よ
う
に
変
え

た
ら
肥
満
を
解
消
で
き
る
か
な
ど
、
改

善
点
を
見
つ
け
出
し
て
生
活
習
慣
病
の

進
行
を
抑
え
て
い
き
ま
す
。

そ
れ
に
加
え
て
、
運
動
実
技
を
体
験

し
た
り
、
個
別
の
栄
養
相
談
を
受
け
た

り
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

ま
た
、
土
・
日
曜
日
や
夜
間
の
保
健

指
導
も
行
っ
て
い
ま
す
。

保
健
指
導
が
必
要
な
人
に
は
特
定
保

健
指
導
利
用
券
を
郵
送
し
ま
す
の
で
、

健
康
教
室
に
参
加
す
る
な
ど
し
て
早
め

に
指
導
を
受
け
、
メ
タ
ボ
の
予
防
や
改

善
に
生
か
し
て
く
だ
さ
い
。

メタボとは？
メタボとは、内臓の周りに
脂肪がたまる内臓脂肪型肥
満に加え、高血糖、高血圧、
脂質異常という危険因
子を２つ以上持ってい
る状態をいいます。
このような状態に

なると動脈硬化が急
速に進み、心臓病や脳

卒中などを発症する危険
が高まります。

プラス

メタボの診断基準
▪内臓脂肪型肥満
　腹囲　男性85㎝以上
　　　　女性90㎝以上
（内臓脂肪面積100c㎡以上に相当）

　　　　上記に加え、以下のうち
　　　　2�項目以上が該当
　　　　�１項目が該当の場合は
　　　　�予備群

▪高血糖
　空腹時血糖� 110㎎ /dl以上
　HbA1c� 5.2％以上
▪脂質異常
　中性脂肪� 150㎎ /dl以上
　HDLコレステロール� 40㎎ /dl未満
▪高血圧
　収縮期血圧� 130㎜ Hg以上
　拡張期血圧� 85㎜ Hg以上

メタボ
判定基準により、状態に合わせた

保健指導を実施

積極的支援（メタボに該当する人）
内臓脂肪減量のための行動目標を立
て、専門家が３カ月以上の継続的な
指導を行います

動機づけ支援（メタボ予備群の人）
生活習慣の改善点などの目標を立て
行動に移すための指導を行います

情報提供（健診受診者全員）
メタボの基本的な知識、問題となる生
活習慣などについて、食生活や運動習
慣などの面からの情報を提供します

あなたの

内臓脂肪は

大丈夫 ?
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ハロー市役所

区分 講　座　名 担当課・申込先

市　

政

市政 PR 講座 秘書広報課　　　☎ 23-2472
都城市の財政について 財政課　　　　　☎ 23-2113
都城市の行革について 行政改革課　　　☎ 23-7161
地方自治制度について

総務課　　　　　☎ 23-2117情報公開とプライバシー保護
行政手続き制度について
選挙の仕組みについて 選挙管理委員会　☎ 23-7864
市県民税について 市民税課　　　　☎ 23-2123
固定資産税の豆知識 資産税課　　　　☎ 23-2124
市民課窓口業務講座 市民課　　　　　☎ 23-2128
国民健康保険・
後期高齢者医療制度について 保険年金課　　　☎ 23-2127
国民年金制度について
みんなでささえる介護保険 介護保険課　　　☎ 23-2114

福　

祉

障がい者福祉サービスに
ついて

福祉課　　　　　☎ 23-2980地域福祉活動について
心の健康
自殺予防について

児童福祉サービスについて
こども課　　　　☎ 23-2684
保育課　　　　　☎ 23-4894

母子・寡婦福祉サービスに
ついて

こども課　　　　☎ 23-2684

健　

康

予防接種について

こども課　　　　☎ 23-2684
健康管理①　食育編
健康管理②　妊婦編
健康管理③　乳幼児編
健康管理④　成人編⑴

健康課　　　　　☎ 23-2765
健康管理⑤　成人編⑵
健康管理⑥　高齢者編⑴

介護保険課　　　☎ 23-2114
健康管理⑦　高齢者編⑵
健康管理⑧　食生活編 健康課　　　　　☎ 23-2765
認知症講座 介護保険課　　　☎ 23-2114

環　

境

環境学習会 環境業務課　　　☎ 24-5560
都城市の河川について

環境政策課　　　☎ 23-2130
都城市の公害苦情について
都城市の地下水について 森林保全課　　　☎ 23-2152
上水道の話 水道局工務課　　☎ 23-4270
よりよい水環境をめざして 下水道課　　　　☎ 23-5921
清掃工場ってどんなとこ？ 清掃工場　　　　☎ 23-0277

産　

業

都城市の工業について
工業振興課　　　☎ 23-2753都城市の地場産業について

都城市の企業誘致について
中心市街地の活性化 商業観光課　　　☎ 23-2983
都城市の観光・イベント 商業観光課　　　☎ 23-2615
都城市の農業 農政課　　　　　☎ 23-2768

区分 講　座　名 担当課・申込先

都
市
計
画

都城志布志道路について

都市計画課　　　☎ 23-2762
まち学習①　都市計画
　　　　　　マスタープラン
まち学習②　景観まちづくり
まち学習③　地区計画

教　

育

いじめ、不登校は
みんなで解決！ 学校教育課　　　☎ 23-9544
青少年の非行と防止について
家庭教育（親の役割）

生涯学習課　　　☎ 23-9545

乳幼児期のしつけの重要性
子どものときから
コミュニケーション
お父さん、お母さん、
もっと聞き上手に
親がかわれば子もかわる
絵本と子育て
6 歳までの「簡単な習慣」が 
子育ての決め手！
思春期における
子どもの心理と行動
今、PＴAが楽しい
高齢者よ、今が旬
子どもの夢を育む子ども会
生涯学習について

人　

権

男女共同参画社会の
実現に向けて

生活文化課　　　☎ 23-2121

人権感覚を磨こう 生涯学習課　　　☎ 23-9545

国際
交流

モンゴル紹介
生活文化課　　　☎ 23-2295中国紹介

アメリカ紹介
文化 美術館講座　鑑賞の楽しみ 美術館　　　　　☎ 25-1447
防災 防災講座 危機管理課　　　☎ 23-2129
消費
生活 悪徳商法から財産を守る 生活文化課　　　☎ 23-2121

交通
安全 交通安全～命を守る 生活文化課　　　☎ 23-7183

議会 議会のしくみ 議会事務局　　　☎ 23-7869

体
験
し
よ
う
！

防火講話 消防局総務課　　☎ 22-8882
応急手当講習

消防局警防課　　☎ 22-8883
普通救命講習

施
設
見
学

リサイクルプラザ・
さいせい館

リサイクルプラザ☎ 36-3900

清流館・清浄館 下水道課　　　　☎ 23-5921
清掃工場 清掃工場　　　　☎ 23-0277
一般廃棄物最終処分場 環境施設課　　　☎ 23-3319

※申し込みは、各講座の担当課まで

元気
講座
元気
講座

全

77
講座 を出前します！
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住基カード（写真あり）

こ
の
講
座
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
主
催

す
る
学
習
会
な
ど
で
、
メ
ニ
ュ
ー
の
中

か
ら
リ
ク
エ
ス
ト
に
応
じ
て
市
職
員
が

市
政
の
話
を
す
る
講
座
で
す
。

●
対
象　
原
則
と
し
て
市
内
に
在
住
、

在
学
ま
た
は
勤
務
す
る
10
人
以
上
の
団

体
や
グ
ル
ー
プ

●
申
込
方
法　
代
表
者
が
、
実
施
予
定

日
の
１
カ
月
前
ま
で
に
「
ハ
ロ
ー
市
役

所
元
気
講
座
申
込
書
」
を
各
講
座
の
担

当
課
に
提
出

●
会
場　
受
講
す
る
団
体
・
グ
ル
ー
プ

が
準
備
。
会
場
使
用
料
は
、
受
講
者
の

負
担
に
な
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
各
地
区
公
民
館
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、
教
育
集
会
所
は
会

場
使
用
料
は
無
料
と
な
り
ま
す

●
時
間　
９
時
～
21
時
の
間
で
、
２
時

間
以
内

※�

担
当
課
の
業
務
な
ど
の
関
係
で
、
希

望
日
時
に
開
講
で
き
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す

●
講
師
料　
無
料
。
た
だ
し
、
材
料
な

ど
の
準
備
が
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す

●
そ
の
他　
市
の
職
員
が
担
当
す
る
仕

事
に
つ
い
て
話
を
す
る
も
の
で
、
苦
情

や
陳
情
の
場
で
は
あ
り
ま
せ
ん

７
月
９
日
か
ら
、
次
の
点
が
変
更
に
な

り
、
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
が
よ
り
便

利
に
使
い
や
す
く
な
り
ま
す
。

　
　
　

◎
問
い
合
わ
せ　

　
　
　
　

市
民
課　

☎
23

−

２
１
２
８

転
出
を
行
う
と
き
の
手
続
き
が

簡
単
に
な
り
ま
す

今
ま
で
は
、
都
城
市
か
ら
転
出
す
る

場
合
は
転
出
届
を
行
い
、
転
出
証
明
書

を
取
得
し
、
転
入
先
の
市
町
村
で
転
入

手
続
き
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。

今
後
は
、
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
（
住

基
カ
ー
ド
）
を
持
っ
て
い
る
人
は
、
原

則
と
し
て
転
出
届
を
行
っ
た
後
に
、
転

出
証
明
書
の
代
わ
り
に
住
基
カ
ー
ド
を

使
用
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

転
入
手
続
き
の
と
き
は
、
転
入
届
と

転
出
証
明
書
の
代
わ
り
に
住
基
カ
ー
ド

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
法

で
定
め
る
期
間
内
に
手
続
き
を
行
わ
な

か
っ
た
場
合
に
は
、
再
度
手
続
き
が
必

要
で
す
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
住
基
カ
ー

ド
に
よ
る
手
続
き
を

希
望
し
な
い
場
合
は
、

こ
れ
ま
で
と
同
様
に

転
出
証
明
書
を
発
行

し
ま
す
。

企
業
や
組
合
の
担
当
者
が
講
師
と
な
り
、

専
門
的
な
知
識
を
生
か
し
た
講
座
や
実

習
を
行
う「
ハ
ロ
ー
元
気
講
座
」（
無
料
）

も
実
施
し
て
い
ま
す
。

●
講
座
内
容　
企
業
の
現
場
を
見
学
で

き
る
「
施
設
見
学
」
コ
ー
ス
、
プ
ロ
の

技
術
を
実
際
に
体
験
で
き
る
「
技
術
・

体
験
」
コ
ー
ス
、
租
税
や
保
険
、
財
産

設
計
な
ど
の
詳
し
い
説
明
を
聞
く
こ
と

が
で
き
る
「
生
活
」
コ
ー
ス
な
ど
、
６

コ
ー
ス
全
31
講
座

※�

詳
し
く
は
、
生
涯
学
習
課
な
ど
で
配

布
し
て
い
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
ご
覧

く
だ
さ
い

●
申
込
方
法　
代
表
者
が
、
実
施
予
定

日
の
１
カ
月
前
ま
で
に
「
ハ
ロ
ー
元
気

講
座
申
込
書
」
を
生
涯
学
習
課
へ
提
出

※���

こ
の
講
座
は
、
企
業
お
よ
び
受
講
者

そ
れ
ぞ
れ
の
責
任
に
お
い
て
開
催
さ

れ
る
も
の
で
す
の
で
、
保
険
な
ど
へ

の
加
入
を
お
勧
め
し
ま
す

◎
問
い
合
わ
せ

　

生
涯
学
習
課　

☎
23

−

９
５
４
５

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
を
持
っ
て
い
る
皆
さ
ん
へ

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
は

転
入
先
で
も
利
用
で
き
ま
す

今
ま
で
は
、
市
で
発
行
し
た
住
基

カ
ー
ド
は
、
ほ
か
の
市
町
村
へ
住
所
変

更
を
行
っ
た
場
合
、
使
え
な
く
な
り
ま

し
た
。
今
後
は
、
有
効
期
限
内
で
あ
れ

ば
法
で
定
め
る
期
間
内
に
手
続
き
を
行

う
こ
と
で
、
転
入
先
の
市
町
村
で
も
継

続
し
て
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

た
だ
し
、
期
間
内
に
手
続
き
を
行
な

わ
な
か
っ
た
場
合
は
、
住
基
カ
ー
ド
が

使
え
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
そ
の
と
き

は
、
必
ず
転
入
先
の
市
町
村
に
返
却
を

お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
紛
失
な
ど
の

理
由
で
、
転
入
先
の
市
町
村
で
新
た
に

住
基
カ
ー
ド
を
取
得
す
る
場
合
は
、
紛

失
し
た
事
実
を
証
明
す
る
公
的
な
証
明

書
の
添
付
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

公
的
個
人
認
証
サ
ー
ビ
ス
は

あ
ら
た
め
て
手
続
き
く
だ
さ
い

住
基
カ
ー
ド
で
公
的
個
人
認
証
サ
ー

ビ
ス
（
電
子
証
明
書
）
を
利
用
し
て
い

る
人
に
つ
い
て
は
、
住
所
や
氏
名
な
ど

の
変
更
を
行
っ
た
と
き
に
、
電
子
証
明

書
の
機
能
が
使
え
な
く
な
り
ま
す
の
で
、

こ
れ
ま
で
ど
お
り
住
所
地
の
市
町
村
で

手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

「
ハ
ロ
ー
元
気
講
座
」も
募
集
中！

9　Miyakonojo City Public Relations   2012.6



あなたがいる わたしがいる 未来がある
６月23日（土）〜29日（金）は

「男女共同参画週間」です
「女性だから」「男性だから」というように、性別によ
る固定的な役割分担の殻に閉じ込められることのない
社会。そして、女性だけでなく、男性にとっても幸せ
な社会。それが、男女共同参画が目指す社会です。
この機会に家庭や職場などで、身近な問題として男女
共同参画について話し合ってみませんか？

◎問い合わせ　生活文化課　☎23−2121

男
女
共
同
参
画
社
会
と
は
？

全
て
の
人
の
人
権
が
尊
重
さ
れ
、
自

ら
の
意
思
で
社
会
の
さ
ま
ざ
ま
な
活
動

に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
、
自
分
の
行

動
に
責
任
を
持
つ
社
会�

。
そ
れ
が
男
女

共
同
参
画
社
会
で
す
。

現
在
の
よ
う
に
少
子
高
齢
化
が
進
み

社
会
の
担
い
手
が
少
な
く
な
っ
て
い
く

中
で
は
、
性
別
に
関
わ
ら
ず
、
私
た
ち

一
人
一
人
が
自
分
の
持
っ
て
い
る
能
力

や
個
性
を
十
分
に
発
揮
し
て
い
く
こ
と

は
と
て
も
大
切
な
こ
と
で
す
。　

そ
し
て
、
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実

現
に
は
、
一
人
一
人
が
自
ら
の
問
題
と

し
て
取
り
組
む
こ
と
も
大
切
で
す
。

ど
ん
な
取
り
組
み
を
し
て
い
る
の
？

女
性
は
人
口
の
半
分
、
労
働
人
口
の

４
割
余
り
を
占
め
、
政
治
や
経
済
、
社

会
な
ど
多
く
の
分
野
で
活
躍
し
て
い
ま

す
。し

か
し
、
日
本
で
は
他
の
先
進
国
と

比
べ
て
、
指
導
的
な
立
場
で
活
躍
す
る

女
性
が
少
な
い
の
が
現
状
で
す
。

そ
こ
で
国
で
は
、
社
会
の
さ
ま
ざ
ま

な
活
動
に
参
画
す
る
機
会
の
格
差
を
改

善
す
る
た
め
、
女
性
に
積
極
的
に
機
会

を
提
供
す
る
取
り
組
み
を
「
ポ
ジ
テ
ィ

ブ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
」
と
呼
び
、
企
業
や

団
体
、
地
域
社
会
な
ど
に
対
し
て
、
重

点
的
に
推
進
し
て
い
ま
す
。

Ｄ
Ｖ
に
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
？

配
偶
者
や
恋
人
な
ど
親
密
な
関
係
に

あ
る
、
ま
た
は
あ
っ
た
人
か
ら
ふ
る
わ

れ
る
暴
力
を
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
バ
イ
オ

レ
ン
ス
（
Ｄ
Ｖ
）
と
い
い
ま
す
。
Ｄ
Ｖ

に
は
、
身
体
的
な
暴
力
だ
け
で
は
な
く
、

精
神
的
・
性
的
な
暴
力
な
ど
も
含
ま
れ
、

そ
れ
ら
が
複
雑
に
絡
み
合
っ
て
、
被
害

者
の
心
と
体
を
傷
つ
け
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
暴
力
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

人
権
や
尊
厳
を
著
し
く
侵
害
し
、
男
女

共
同
参
画
社
会
づ
く
り
を
進
め
る
上
で
、

特
に
解
決
す
べ
き
重
要
な
課
題
の
一
つ

と
な
っ
て
い
ま
す
。

男女共同参画社会のイメージ
男性も女性も意欲に応じて、
あらゆる分野で活躍できる社会

我
慢
せ
ず
、
ま
ず
相
談
を
！

市
で
は
、
配
偶
者
や
恋
人
な
ど
か
ら

の
暴
力
に
つ
い
て
相
談
し
た
い
、
加
害

者
か
ら
逃
れ
た
い
な
ど
の
悩
み
を
持
っ

て
い
る
人
か
ら
の
相
談
を
受
け
付
け
る

窓
口
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守
し
ま

す
。
一
人
で
悩
ま
ず
、
ま
ず
は
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。

都
城
市
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

●
相
談
時
間　
毎
週
月
～
金
曜
日

　
　
　
　
　

10
時
～
16
時

●
相
談
専
用
電
話�

☎
23

−

７
１
５
７

職場に活気
◦�女性の政策・方
針決定への参加
が進み、多様な
人材が活躍する
ことによって、経
済活動が活発に
なり、生産性が
向上

◦�働き方が多様化
し、共に働きや
すい職場環境が
確保されること
で、個人が能力
を最大限に発揮

家庭生活の充実
◦�家族の一人一人
が互いに尊重し
合い、協力し合
うことによって、
家族のパートナ
ーシップが強化

◦�仕事と家庭を両
立できる環境が
整い、男性の家庭
への参加が進む
ことによって、男
女がともに子育
てや教育に参加

地域力の向上
◦�男女がともに主
体的に地域活動
やボランティア
などに参加する
ことによって、
地域コミュニテ
ィが強化

◦�地域の活性化、
暮らしの改善、
子どもたちが伸
びやかに育つ環
境が実現

一人一人の豊かな人生
仕事や家庭、地域生活など、いろいろな活動を
自らの希望に沿った形で進められ、男女が共に

夢や希望を実現できます
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保存版

【注意事項】
①�黒いサイロビニール、ブルーシート、セルトレイ、育苗箱、農薬ビン、ハウスバンドなどの収
集はしませんので、産業廃棄物処分場で適正に処理してください
②初めての人は、委任状作成のため印鑑を持参してください
③よく乾燥させ、同種の資材で縛り、10㎏程度に束ねて搬出してください
④デポジット券（処理券）を持っている人は、持参してください

○廃ポリフィルムなどのリサイクル収集日程
収集対象：�肥料袋、農薬袋、ベーラーラップ、暖房用ダクト、ＰＯ系フィルム、谷シート、ポリポット、

ポリマルチ、かん水チューブ、不織布など
日　　程 収 集 場 所 収集時間

６月 7日（木）・21日（木） 都城北諸地区清掃公社　都北営業所
（JA家畜市場南側） 14：00～16：00

７月

12日（木）
24日（火） アグリセンター都城　姫城農産センター

09：00～16：0025日（水） アグリセンター都城　高城農産センター
26日（木） アグリセンター都城　山田農産センター

８月 9日（木）・23日（木）

都城北諸地区清掃公社　都北営業所 14：00～16：00
９月 6日（木）・27日（木）
10月 11日（木）・25日（木）
11月 8日（木）・22日（木）

12月

6日（木）
11日（火） アグリセンター都城　姫城農産センター

09：00～16：0012日（水） アグリセンター都城　高城農産センター
13日（木） アグリセンター都城　山田農産センター

１月 10日（木）・24日（木）
都城北諸地区清掃公社　都北営業所 14：00～16：00２月 7日（木）・21日（木）

３月 7日（木）・21日（木）
費用は、１㎏当たり22円５銭（デポジット券または現金徴収）

○塩化ビニールのリサイクル収集日程
収集対象：�ハウスビニールなど（「農ビ」の表示あり）

日　　程 収 集 場 所 収集時間
８月28日（火）、11月13日（火） アグリセンター都城　姫城農産センター

13:30～16:00８月29日（水）、11月14日（水） アグリセンター都城　高城農産センター
８月30日（木）、11月15日（木） アグリセンター都城　山田農産センター

費用は、１㎏当たり６円30銭（デポジット券または現金徴収）

農業用廃プラスチックは、
焼かない！捨てない！リサイクル!
廃ポリフィルムや廃ビニールなどの農業用廃プラ
スチックは「産業廃棄物」であるため、農業経営
者が自己責任で適正に処理するよう法律によって
義務付けられています。
不法焼却や不法投棄をすると、５年以下の懲役ま

たは 1,000 万円以下の罰金が科せられます。
また、農地で使用する被覆資材は、強風時に飛散
させないよう対策を行ってください。
◎問い合わせ　都城市農業用廃プラスチック適正処
　理対策推進協議会（農産園芸課内）　☎23−2425

（
切
り
取
り
線
）
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街
の
真
ん
中
で
夢
追
い
か
け
る

チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
が
オ
ー
プ
ン

　

将
来
自
分
の
店
を
持
つ
こ
と
を
夢
み

る
人
を
応
援
す
る
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ

プ
で
４
月
28
日
、
新
た
な
店
舗
の
オ
ー

プ
ン
を
記
念
す
る
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
今
回
オ
ー
プ
ン
し
た
の
は
、

植
物
染
料
を
使
っ
た
ヘ
ナ
ア
ー
ト
の
店

と
女
性
向
け
古
着
販
売
店
の
２
店
舗
。

１
年
間
、
販
売
や
接
客
な
ど
の
経
験
を

積
ん
だ
り
、
専
門
家
の
経
営
指
導
を
受

け
た
り
し
て
、
本
格
的
な
出
店
を
目
指

し
ま
す
。
古
着
販
売
店
を
開
い
た
田
中

彩さ

央お

り里
さ
ん
（
久
保
原
町
）
は
「
夢
に

向
か
っ
て
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
の

経
験
を
生
か
せ
る
よ
う
頑
張
り
た
い
」

と
意
気
込
み
を
語
っ
て
い
ま
し
た
。

み
ん
な
が
チ
ー
ム
の
た
め
に

都
城
ラ
グ
ビ
ー
フ
ェ
ス
タ

　

ラ
グ
ビ
ー
選
手
の
交
流
を
深
め
よ
う

と
都
城
ラ
グ
ビ
ー
フ
ェ
ス
タ
が
４
月
22

日
、
母
智
丘
公
園
多
目
的
広
場
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
宮
崎
・
鹿
児
島
両
県
の

ラ
グ
ビ
ー
選
手
、約
３
５
０
人
が
参
加
。

選
手
た
ち
は
、
小
学
生
か
ら
シ
ニ
ア
の

そ
れ
ぞ
れ
の
年
代
に
分
か
れ
て
試
合
を

行
い
、
応
援
に
駆
け
付
け
た
家
族
ら
の

熱
い
声
援
を
背
に
ぶ
つ
か
り
あ
い
な
が

ら
、
ト
ラ
イ
を
決
め
て
い
ま
し
た
。
都

城
ラ
グ
ビ
ー
ス
ク
ー
ル
の
和
田
悠は

る
き生
君

は
「
み
ん
な
で
協
力
し
て
、
ボ
ー
ル
を

回
し
な
が
ら
ど
ん
ど
ん
前
に
進
む
と
こ

ろ
が
楽
し
い
」
と
ラ
グ
ビ
ー
の
醍
醐
味

を
話
し
て
い
ま
し
た
。

物
づ
く
り
は
想
像
力
が
大
事
！

物
づ
く
り
体
験
教
室

　

物
づ
く
り
を
通
し
て
子
ど
も
た
ち
の

ア
イ
デ
ア
や
想
像
力
を
育
成
し
よ
う

と
、物
づ
く
り
体
験
教
室
が
4
月
22
日
、

カ
ン
ガ
エ
ー
ル
プ
ラ
ザ
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
参
加
し
た
18
組
の
親
子
ら
は
、

風
の
力
を
利
用
し
て
動
く
ホ
バ
ー
ク
ラ

フ
ト
作
り
に
挑
戦
。
子
ど
も
た
ち
は
、

主
催
者
か
ら
作
成
手
順
や
道
具
の
使
い

方
な
ど
の
説
明
を
受
け
た
後
、
慣
れ
な

い
手
つ
き
で
カ
ッ
タ
ー
ナ
イ
フ
や
工
具

を
使
っ
て
完
成
さ
せ
て
い
ま
し
た
。
野

田
グ
レ
イ
ス
愛め

ぐ
みさ
ん
（
東
小
4
年
）
は

「
お
父
さ
ん
よ
り
上
手
に
で
き
た
。
仕

上
げ
に
絵
を
描
き
た
い
で
す
」
と
出
来

栄
え
に
満
足
し
て
い
ま
し
た
。

都
城
の
縄
文
人
は
グ
ル
メ
族
？

都
城
歴
史
資
料
館
企
画
展

　

市
内
遺
跡
の
出
土
品
を
展
示
し
た
企

画
展
が
４
月
28
日
か
ら
９
月
２
日
ま

で
、
都
城
歴
史
資
料
館
で
開
催
さ
れ
て

い
ま
す
。
今
回
は
、
山
之
口
町
で
発
掘

さ
れ
た
王
子
山
遺
跡
の
出
土
品
を
初
公

開
。
出
土
し
た
ド
ン
グ
リ
や
石
器
な
ど

が
展
示
さ
れ
、
縄
文
時
代
の
人
た
ち
の

生
活
振
り
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。
来

館
者
ら
は
、
炭
化
し
て
黒
く
な
っ
た
国

内
最
古
の
ネ
ギ
の
球
根
を
観
察
し
た

り
、
解
説
を
読
ん
だ
り
し
て
都
城
の
歴

史
に
触
れ
て
い
ま
し
た
。
遠
足
で
訪
れ

た
西
咲さ

く
ら春

さ
ん（
川
東
小
６
年
）は「
黒

く
な
る
の
が
不
思
議
。
苦
い
の
か
な
」

と
興
味
深
く
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。
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まちの話題

香
り
高
い
新
茶
に
高
値
を
期
待

「
都
城
茶
」
新
茶
取
引
会

　

都
城
茶
商
工
業
協
同
組
合
に
よ
る
都

城
茶
の
新
茶
取
引
会
が
、
４
月
20
日
か

ら
都
城
茶
流
通
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
て

い
ま
す
。
八
十
八
夜
に
当
た
る
５
月
１

日
の
取
引
会
で
は
、
販
売
業
者
13
社
が

市
内
と
曽
於
市
を
中
心
に
生
産
さ
れ
た

18
品
目
の
新
茶
の
色
や
手
触
り
、
風
味

な
ど
を
入
念
に
吟
味
し
な
が
ら
入
札
し

て
い
ま
し
た
。
心
配
し
て
い
た
新
燃
岳

の
影
響
や
霜
の
害
も
な
か
っ
た
と
い
う

今
年
の
出
来
に
、
同
組
合
の
下し

も
と
く德

克
仁

さ
ん
は
「
収
穫
前
に
好
天
に
恵
ま
れ
た

の
で
、
皆
さ
ん
に
お
勧
め
で
き
る
品
質

の
良
い
お
茶
が
で
き
た
」
と
自
信
を
の

ぞ
か
せ
て
い
ま
し
た
。

り
り
し
い
姿
で
ハ
イ
チ
ー
ズ

都
城
島
津
邸
端
午
ま
つ
り

　

こ
ど
も
の
日
の
５
月
５
日
、
都
城
島

津
邸
で
、
端
午
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
、

子
ど
も
よ
ろ
い
写
真
撮
影
会
や
、
人
力

車
の
乗
車
体
験
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し

た
。よ
ろ
い
か
ぶ
と
の
試
着
体
験
で
は
、

子
ど
も
た
ち
が
用
意
さ
れ
た
手
作
り
の

よ
ろ
い
か
ぶ
と
を
身
に
ま
と
い
、
ち

び
っ
子
武
者
に
大
変
身
。
邸
内
の
社
殿

に
参
拝
し
「
負
け
る
な
」「
う
そ
を
つ

く
な
」「
弱
い
者
を
い
じ
め
る
な
」
と

い
う
薩
摩
の
教
え
三
カ
条
を
、
大
き
な

声
で
唱
え
て
い
ま
し
た
。
瀬
戸
山
稜り

ょ
う
と人

君
（
小
林
市
・
４
歳
）
は
「
本
物
み
た

い
な
刀
を
持
つ
こ
と
が
で
き
て
う
れ
し

い
」
と
目
を
輝
か
せ
て
い
ま
し
た
。

太
古
の
地
質
遺
産
に
親
し
む

関
之
尾
滝
周
辺
地
質
勉
強
会

　

関
之
尾
滝
周
辺
で
５
月
６
日
、
観
光

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
関
之
尾
む
か

え
び
と
の
会
が
鹿
児
島
大
学
の
井
村
准

教
授
を
招
き
、
滝
周
辺
の
地
質
を
学
ぶ

勉
強
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
説
明
す
る

側
の
会
員
ら
が
、
霧
島
ジ
オ
パ
ー
ク
の

地
質
学
的
な
理
解
を
深
め
よ
う
と
開

催
。
一
般
市
民
を
含
む
約
30
人
の
参
加

者
ら
は
遊
歩
道
を
歩
き
な
が
ら
、
滝
や

甌お
う
け
つ穴
群
の
成
り
立
ち
を
聞
い
て
メ
モ

を
取
っ
た
り
、
土
に
触
れ
て
観
察
し
た

り
し
て
い
ま
し
た
。
一
般
参
加
の
園
田

修
司
さ
ん
（
三
股
町
）
は
「
34
万
年
前

の
滝
の
成
り
立
ち
が
よ
く
分
か
り
ま
し

た
」
と
興
味
を
示
し
て
い
ま
し
た
。

お
も
て
な
し
の
心
に
大
満
足

笛
水
ウ
オ
ー
ク

　

今
年
で
５
回
目
を
迎
え
た
笛
水
ウ

オ
ー
ク
が
4
月
29
日
、
高
崎
町
笛
水
地

区
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
市
内
外
か
ら

約
50
人
が
参
加
。
木
立
の
中
を
歩
き
な

が
ら
、
野
草
や
タ
ケ
ノ
コ
を
採
っ
た

り
、
鳥
の
鳴
き
声
に
耳
を
澄
ま
し
た
り

し
て
、初
夏
の
里
山
を
楽
し
み
ま
し
た
。

ま
た
、
竹
の
器
に
盛
り
付
け
ら
れ
た
手

打
ち
そ
ば
や
が
ね
が
昼
食
で
振
る
舞
わ

れ
、
田
舎
料
理
に
下
鼓
を
打
っ
て
い
ま

し
た
。
夫
婦
で
参
加
し
て
い
た
益
留
陽

一
さ
ん
（
高
木
町
）
は
「
地
域
の
皆
さ

ん
の
も
て
な
し
が
う
れ
し
い
。
歩
い
た

の
で
ご
飯
も
お
い
し
い
」
と
新
緑
の
季

節
を
満
喫
し
て
い
ま
し
た
。
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文部科学大臣賞を受賞

田中 悳
し ん

吾
ご

さん

の
風景

　

今
回
の
受
賞
作
品
「
山さ
ん
ぬ
ぼ
う
り
ゅ
う

怒
暴
龍
」
は
、

平
成
23
年
１
月
26
日
か
ら
27
日
に
か
け

て
起
き
た
、
新
燃
岳
の
爆
発
的
噴
火
時

に
見
ら
れ
た
真
っ
赤
な
火
柱
や
稲
光
な

ど
を
細
か
く
観
察
し
て
描
い
た
約
30
枚

の
中
の
一
枚
。
空
高
く
吹
き
上
げ
ら
れ

た
噴
煙
の
様
子
を
、
ま
る
で
怒
り
狂
っ

た
龍
が
、
荒
々
し
く
天
に
昇
る
か
の
よ

う
な
錯
覚
を
覚
え
る
ほ
ど
に
描
か
れ

た
、
自
然
へ
の
強
い
畏
怖
を
抱
か
せ
る

大
作
で
す
。

　
「
一
つ
の
作
品
を
仕
上
げ
る
ま
で
、

そ
の
テ
ー
マ
に
真
剣
に
向
き
合
い
続
け

る
姿
勢
と
、
こ
れ
ま
で
に
培
っ
た
観
察

力
が
評
価
さ
れ
た
の
で
は
」
と
受
賞
を

振
り
返
り
ま
す
。

　

田
中
さ
ん
は
、
熱
心
に
創
作
活
動
に

打
ち
込
む
一
方
で
、
市
内
や
宮
崎
市
な

ど
で
水
墨
画
教
室
を
開
催
し
、
生
徒
た

ち
に
水
墨
画
を
指
導
し
て
い
ま
す
。
水

墨
画
に
取
り
組
む
上
で
の
モ
ッ
ト
ー

は
、「
強
い
ら
れ
て
学
ぶ
の
で
は
な
く
、

目
で
見
て
、
耳
で
聞
い
て
、
そ
し
て
書

い
て
手
で
学
ぶ
」。
生
徒
た
ち
に
対
す

る
指
導
で
も
、
決
し
て
書
く
こ
と
を
無

理
強
い
せ
ず
、
生
徒
の
学
ぶ
姿
勢
を
大

切
に
し
て
い
ま
す
。

　
「
生
徒
の
中
に
は
、
高
齢
で
体
力
と

相
談
し
な
が
ら
、
教
室
に
通
う
生
徒
も

い
る
。
生
徒
に
負
け
な
い
よ
う
１
０
０

歳
を
目
指
し
て
、
創
作
に
打
ち
込
み
た

い
」
と
目
を
輝
か
せ
て
い
ま
し
た
。

全
国
か
ら
優
れ
た
水
墨
画
を
一
堂

に
集
め
た
第
39
回
全
日
本
水
墨

画
秀
作
展
（
公
募
展
）
で
、
田
中
悳
吾

さ
ん
（
本
名
昭
彦
・
高
崎
町
大
牟
田
・

81
歳
）
が
、
文
部
科
学
大
臣
賞
を
受
賞

し
ま
し
た
。

　

約
25
年
に
わ
た
っ
て
書
道
教
室
を
主

宰
し
て
き
た
田
中
さ
ん
。
墨
色
や
余
白

の
使
い
方
な
ど
、
書
道
に
も
通
じ
る
黒

と
白
の
織
り
な
す
水
墨
画
独
特
の
世
界

観
に
興
味
を
持
っ
た
こ
と
か
ら
、
69
歳

の
時
に
水
墨
画
の
道
に
足
を
踏
み
入

れ
、
今
で
は
、
水
墨
画
展
で
審
査
員
を

務
め
る
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。

受賞作品「山怒暴龍」
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人
に
知
っ
て
ほ
し
い
、
初
心
者
や
中
高

年
者
が
安
心
し
て
山
登
り
が
で
き
る
手

助
け
を
し
た
い
と
思
い
、
ト
レ
ッ
キ
ン

グ
ガ
イ
ド
を
す
る
こ
と
を
決
意
し
ま
し

た
。「

１
、０
０
０
回
以
上
登
り
ま
し
た
が

い
ま
だ
に
飽
き
ま
せ
ん
。
年
間
を
通
し

て
変
わ
る
風
景
、
一
日
だ
っ
て
同
じ
景

色
は
な
く
、
山
は
本
当
に
素
晴
ら
し

い
。
私
た
ち
に
感
動
を
与
え
、
心
を
癒

や
し
て
く
れ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
ガ
イ

ド
を
し
な
が
ら
大
切
な
山
を
守
っ
て
い

き
た
い
で
す
」
と
話
す
齊
野
さ
ん
。

新
燃
岳
の
噴
火
で
現
在
、
火
口
か
ら

半
径
３
㌔
圏
内
に
は
立
ち
入
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
が
、
他

に
も
魅
力
的
な
山
は

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

齊
野
さ
ん
は
、
い
つ

か
霧
島
縦
走
の
で
き

る
日
を
信
じ
て
霧
島

山
の
魅
力
を
発
信
し

て
い
き
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ

　

霧
島
市
秘
書
広
報
課

　

☎
０
９
９
５‒

64‒

０
９
５
５

◎
問
い
合
わ
せ

　

健
康
課　

☎
23

－

２
７
６
５

ラ
ッ
キ
ョ
ウ
は
、
ニ
ン
ニ
ク
や

ネ
ギ
類
な
ど
に
多
い
ア
リ
シ

ン
を
豊
富
に
含
み
ま
す
。
疲
労
回
復

に
欠
か
せ
な
い
ビ
タ
ミ
ン
B1
の
吸
収

を
助
け
る
作
用
が
あ
る
の
で
、
こ
れ

か
ら
の
季
節
に
は
ぴ
っ
た
り
で
す
。

山
は
人
を
変
え
人
は
山
で
変
わ
る

平
成
10
年
か
ら
霧
島
ト
レ
ッ
キ
ン

グ
ガ
イ
ド
ク
ラ
ブ
で
ガ
イ
ド
を

し
て
い
る
霧
島
市
隼は
や
と人

在
住
の
齊さ
い
の野

耕

一
郎
さ
ん
（
75
歳
）。

鹿
児
島
市
出
身
の
齊
野
さ
ん
が
山
に

登
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
19
年
前
の

石
川
県
白は
く
さ
ん山
登
山
が
き
っ
か
け
で
し

た
。
そ
こ
で
齊
野
さ
ん
の
目
に
飛
び
込

ん
で
き
た
の
は
、
き
れ
い
な
花
や
壮
大

な
風
景
で
し
た
。
そ
れ
か
ら
山
に
魅
了

さ
れ
、
い
つ
し
か
い
ろ
い
ろ
な
山
を

登
っ
て
み
た
い
と
思
い
始
め
ま
し
た
。

そ
の
当
時
は
中
高
年
の
登
山
ブ
ー

ム
。
霧
島
山
に
も
全
国
各
地
か
ら
登
山

客
が
訪
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
時
、

友
人
か
ら
の
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
ガ
イ
ド
の

誘
い
を
機
に
、
霧
島
の
魅
力
を
多
く
の

●材料 (�4�人分 )
　カボチャ…160g　　　　�マヨネーズ…大さじ 2　　　
　ジャガ芋…80g　　　　　牛乳…大さじ 1
　キュウリ…80g　　　　　らっきょう (甘酢漬け )…2個（24g）
　ロースハム…24g　　　　薄口しょうゆ…大さじ 1/2

●下準備　カボチャは２cm角、ジャガ芋は１cm角に切り、
　　　　　ゆでて水分をとばす
　　　　　キュウリは輪切りにし、塩を振ってしんなりさせ
　　　　　水で流して絞る
●作り方　①�ラッキョウをみじん切りにして〔A〕�と混ぜ合わせる
　　　　　②�カボチャ、ジャガ芋、キュウリ、ハムと
　　　　　　�①をあえて、器に盛り付ける�

か
ぼ
ち
ゃ
サ
ラ
ダ

※
１
人
分
１
１
６
㌔
カ
ロ
リ
ー
、
塩
分
0
・
7
㌘

味
の
決
め
手
は
甘
酢
ら
っ
き
ょ
う

Vol.2

ラッキョウは、天
ぷらにしたり刻ん
で酢みそであえ
たり、また甘酢
漬けにしたものは、
サラダなどにもあ
います。

〔A〕

齊野�耕一郎さん

今
月
は
、
ガ
イ
ド
と
し
て
霧
島
山
の
魅
力
を
伝
え
て
い
る
人
を
紹
介
し
ま
す
。噴火前の新燃岳火口湖
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